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(54)【発明の名称】 超音波内視鏡の先端部

(57)【要約】
【課題】超音波プローブに接続された信号ケーブル以外
の配置物を通すための配置孔を先端部本体にできる限り
太く形成して内視鏡として必要かつ十分な性能を確保す
ることができる超音波内視鏡の先端部を提供すること。
【解決手段】超音波プローブ２に接続された信号ケーブ
ル１５が通る先端部本体１のケーブル通過孔１０ａ，１
０ｂの周囲には、他の配置物８，１８，２１を配置する
ための各種配置孔が形成されていて、ケーブル通過孔１
０ａ，１０ｂは、配置孔が形成されていない部分の形状
に合わせて途中で断面形状を変化させて形成されてい
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】挿入部の先端に連結された先端部本体に、
超音波信号を発受信走査するための超音波プローブと光
学観察をするための対物光学系とが併設され、上記超音
波プローブに接続された信号ケーブルが上記先端部本体
に形成されたケーブル通過孔を通過して上記挿入部内に
引き通された超音波内視鏡の先端部において、
上記先端部本体の上記ケーブル通過孔の周囲には、他の
配置物を配置するための各種配置孔が形成されていて、
上記ケーブル通過孔は、上記配置孔が形成されていない
部分の形状に合わせて途中で断面形状を変化させて形成
されていることを特徴とする超音波内視鏡の先端部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、光学観察をしな
がら体内に挿入されて超音波断層像を得ることができる
超音波内視鏡の先端部に関する。
【０００２】
【従来の技術】超音波内視鏡の先端部は一般に、挿入部
の先端に連結された先端部本体に、超音波信号を発受信
走査するための超音波プローブと光学観察をするための
対物光学系とが併設され、超音波プローブに接続された
信号ケーブルが先端部本体に形成されたケーブル通過孔
を通過して挿入部内に引き通された構成になっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】超音波内視鏡の先端部
本体には、超音波プローブの信号ケーブルだけでなく、
光学繊維束や配管類など各種配置物を配置するための配
置孔を形成する必要がある。
【０００４】しかし、超音波プローブの信号ケーブルは
他の配置物と比較して最も太い部類のものなので、ケー
ブル通過孔を信号ケーブルの形に合わせて形成すると、
他の配置物の配置孔のためのスペース確保が大きな制約
を受け、内視鏡としての十分な性能を得るのが困難であ
った。
【０００５】そこで本発明は、超音波プローブに接続さ
れた信号ケーブル以外の配置物を通すための配置孔を先
端部本体にできる限り太く形成して内視鏡として必要か
つ十分な性能を確保することができる超音波内視鏡の先
端部を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の超音波内視鏡の先端部は、挿入部の先端に
連結された先端部本体に、超音波信号を発受信走査する
ための超音波プローブと光学観察をするための対物光学
系とが併設され、超音波プローブに接続された信号ケー
ブルが先端部本体に形成されたケーブル通過孔を通過し
て挿入部内に引き通された超音波内視鏡の先端部におい
て、先端部本体のケーブル通過孔の周囲には、他の配置
物を配置するための各種配置孔が形成されていて、ケー
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ブル通過孔は、配置孔が形成されていない部分の形状に
合わせて途中で断面形状を変化させて形成されているも
のである。
【０００７】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図３は超音波内視鏡の先端部の平面図、図４
はそのIV－IV断面図であり、挿入部可撓管の先端に連結
された先端部本体１の先側半部には、超音波信号により
先端部本体１の側方をセクタスキャンするためのコンベ
ックスタイプの超音波プローブ２が配置されている。
【０００８】そして、先端部本体１の先側半部と後側半
部の間の偏平状に括れた部分には、図示されていないバ
ルーンを緊縛部材などで取り付けるためのバルーン取付
溝１２が形成されている。
【０００９】その先端部本体１の後側半部に形成された
斜面には、観察窓３と照明窓４が配置されている。そし
て図４に示されるように、照明窓４の奥には、照明用ラ
イトガイド８の射出端部が配置され、観察窓３の奥に配
置された対物光学系５による被写体の投影位置に固体撮
像素子６が配置されている。７は、撮像信号等を伝送す
るための撮像信号線である。
【００１０】また、図３に示されるように、観察窓３及
び照明窓４と並んで先端部本体１の後側半部に形成され
た処置具突出口９内には、図示されていない操作部から
操作ワイヤ１３を進退操作することによって揺動する処
置具起上片１４が配置されている。
【００１１】図５と図６は先端部本体１の後側を部分的
に切断して示している。図５は平面断面図、図６は側面
断面図であり、超音波プローブ２に入出力される電気信
号を伝送するための信号ケーブル１５が、先端部本体１
の先側半部から後側半部内を通ってその後方の挿入部可
撓管内に引き通されている。
【００１２】信号ケーブル１５は、先端部本体１の長手
方向に穿設されたケーブル通過孔１０ａ，１０ｂ内に挿
通配置されている。そして、図５に示されるように、ケ
ーブル通過孔１０ａ，１０ｂの側方位置には、図示され
ていないバルーンに脱気水を出し入れするための通水孔
１６（配置孔）が先端部本体１に穿設されていて、通水
接続管１８の先端が通水孔１６に後方から接続固着され
ている。
【００１３】また、図６に示されるように、ケーブル通
過孔の後半部分１０ｂの上方位置には、処置具を案内す
るための処置具挿通チャンネル２０の先端部分が差し込
まれたチャンネル接続管２１が配置されていて、そのチ
ャンネル接続管２１が、先端部本体１に形成された孔
（配置孔）に挿入固着されている。チャンネル接続管２
１は、斜め向きに配置されていて、後方位置になるほど
ケーブル通過孔１０ｂに接近する配置になっている。
【００１４】また、図６におけるＩ－Ｉ断面を図示する
図１に示されるように、ケーブル通過孔の後半部分１０
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ｂの側方位置（通水接続管１８と逆側）には、照明用ラ
イトガイド８が、先端部本体１に形成された孔（配置
孔）に挿通固着されている。二点鎖線は、先端部本体１
の最後端部におけるチャンネル接続管２１の位置を示し
ている。
【００１５】ケーブル通過孔の後半部分１０ｂは、信号
ケーブル１５の本来の断面形状である円形には形成され
ておらず、まずチャンネル接続管２１、通水接続管１８
及び照明用ライトガイド８など各種配置物が配置された
配置孔を必要かつ十分な大きさに形成し、その残余のス
ペースに合わせてケーブル通過孔の後半部分１０ｂの断
面形状が円形と矩形の中間的な異形状に形成されてい
る。
【００１６】また、図６におけるII－II断面を図示する
図２に示されるように、ケーブル通過孔の前半部分１０
ａは、通水孔１６と干渉しない位置に、偏平状に細く括
れたバルーン取付溝１２部分の断面形状に合わせて偏平
な長円形の断面形状に形成されている。
【００１７】このように構成することにより、超音波プ
ローブ２に接続された信号ケーブル１５の断面形状を先
端部本体１内で変化させて、信号ケーブル１５以外の配
置物を通す配置孔を必要かつ十分な大きさに形成するこ
とができる。
【００１８】
【発明の効果】本発明によれば、超音波プローブに接続
された信号ケーブル以外の配置物を通すための配置孔 *
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*を、先端部本体に無駄なスペースができないようにでき
る限り太く形成することができるので、内視鏡として必
要かつ十分なレベルの性能を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の超音波内視鏡の先端部の図６
におけるＩ－Ｉ断面図である。
【図２】本発明の実施例の超音波内視鏡の先端部の図６
におけるII－II断面図である。
【図３】本発明の実施例の超音波内視鏡の先端部の平面
図である。
【図４】本発明の実施例の超音波内視鏡の先端部の図３
におけるIV－IV断面図である。
【図５】本発明の実施例の超音波内視鏡の先端部の平面
部分断面図である。
【図６】本発明の実施例の超音波内視鏡の先端部の側面
部分断面図である。
【符号の説明】
１  先端部本体
２  超音波プローブ
３  観察窓
１０ａ，１０ｂ  ケーブル通過孔
１５  信号ケーブル
８  照明用ライトガイド（配置物）
１８  通水接続管（配置物）
２１  チャンネル接続管（配置物）

【図１】 【図２】
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